
同行援護従業者養成研修は、視覚障がい者の外出を支援するための専門的な知識と技術を学ぶための研
修です。この研修を修了することで、視覚障がい者が安全かつ快適に外出できるようにサポートするこ
とができるようになります。

この研修の主な目的は、視覚障がい者が外出する際に必要な情報提供や移動の援助、日常生活のサポー
トを行うためのスキルを習得することです。具体的には、以下のような内容を学びます。

●視覚障がい者の心理的・社会的な理解
●視覚障がい者の移動支援技術
●情報提供の方法（代読・代筆など）
●日常生活のサポート（食事、排泄など）

一般課程
一般課程では、視覚障がい者の基本的な支援方法
を学びます。具体的な内容は以下の通りです。

●視覚障がい者福祉の制度とサービスについて
●同行援護の従業者と業務について
●障害や疾病についての基本的な理解
●視覚障がい者の心理について
●情報支援や情報提供の方法
●代読・代筆のやり方
●同行援護の基本的理解

応用課程
応用課程では、より高度な支援技術を学びます。
具体的な内容は以下の通りです。

●障害や疾病についての詳細な理解
●視覚障がい者の心理についての深い理解
●場面別の支援技術（病院、買い物、役所など）
●交通機関の利用方法

同行援護従業者養成研修は、一般課程と応用課程の 2つに分かれています。

同行援護従業者養成研修を修了することで、視覚障がい者の外出支援に必要なスキルを身につけること
ができます。また、この資格を持っていることで、介護業界での就職や転職に有利になることもあります。
視覚障がい者の生活を支える重要な役割を担うことができるため、非常にやりがいのある仕事です

同行援護従業者養成研修は、視覚障がい者の外出支援を行うための専門的な知識と技術を学ぶための研
修です。一般課程と応用課程に分かれており、視覚障がい者の心理的・社会的な理解から、具体的な支
援技術まで幅広く学ぶことができます。この資格を取得することで、視覚障がい者の生活を支える重要
な役割を担うことができ、介護業界でのキャリアアップにもつながります。
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